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1．本報告の課題

　本報告の課題は、多様陸とメ リトクラシーを志

向するイギ リス との比較か ら日本の高校教育の現

状を検討する ことである 。 近年のイギリス の 教育

改革は、教育制度の多様化や個別対応の 促進 とと

もに、サ ッ チ ャ
ー

以来の教育へ の市場原理と競争

原理 の 導入 とい う路線の維持 ・強化によっ て特徴

づけ られ るが、それは 「学力の 向上」　 「多様化」

と 「社会的包含 inclusion」 を達成することで 、

社会問題の解決と経済の 国際競争力の強化を企図

したもの で ある。したがっ て、イギリス の事例は、

日本の高校教育を検討する上で 非常に興味深 い 材

料を提供する と考え られ る。

　私たちは、臨教審…以前の 1979 年に最初の 高校

生文化調査を実施 して以降、さまざまな調査を実

施して各時点で の 日本の 高校教育の 特徴を検討し、

さらに 1979年調査 との比較か ら高校教育の多様

化、生徒の学習離れ、高校の教育からの撤退と特

化、教育達成の社会階層による分化などの高校教

育の変貌を明らかに してきた。これら
一
連の研究

の中で浮かび上がっ て きたの がメ リトクラシ
ー

を

め ぐる問題である 。 メ リトクラ シ
ー

とはイギ リス

の マ イケル ・ヤングが作 り出した概念で、メ リッ

ト （能力 IQ ＋ 努力 E丘brt）を持つ 者が人 々 を支配

する社会の ことを言う。 日本の高校教育の変貌に

注目する こ とで 見え て きた の は、高校生に対 して

学習を奨励し社会へ の参加 ・適応を促進して きた

日本の メリトクラシ
ー

の衰退とそれに代わる社会

的配分原理 の不在とであ っ た。

臨教審以前の 日本の 高校で は、生徒は進学や就

職をめぐっ て、大きな業績の差だけでな く、 10

段階の 成績の 7か 8 かある い は 2 か 3か と い っ た

「小さな差」 も競 っ て いた 。 そして 、
「小さな差」

に よ っ て進学先や就職先が左右され る こ とを当時

の社会は当然の こ とと して受け入れて い た。こう

した 「小さな差」 をめ ぐる競争が可能であ っ た背

景には、当時の 日本がメ リトクラテ ィ ッ クな社会

であ り、　 「小 さな差」 に よる利益が存在 し、努力

を続ける者には報償が与えられ、競争は高校の統

制下 （学習指導 ・進路指導）で行われ機会が保証

された り競争が方向付けられてお り、 そして、か

な りの 程度で選抜の ル ール とプロ セ ス が可視的で

あっ たことなどがあげられ る 。

　 しかし、臨教審以降、 「進歩主義的言説 や 「個

性重視言説」 が、後述する従来の 日本型メリトク

ラシ
ー

や 日本型競争原理 を否定した。 そ して 、社

会の多様化や消費社会化が こ れ らの言説を構造的

に後押しをした 。 さらに否定の 奔流は 「進路対応

の学習」 や業績主義的競争そ の もの を否定するよ

うにな っ た。しか もそれ らは、メリトクラ シーに

代わ る社会的選抜原理の 可能性やメリトクラシ
ー

の功罪につ い て の十分な議論がない まま の 否定で

あり、それら進歩主義や個性重視と 日本型メ リト

クラシ
ー

との 相性 の 検証 も し な い ままの 否定で あ

っ た。

　 こ うした奔流は、政府による教育統制能力の弱

体化や社会階層間の教育達成の分化と い う問題 も

生じさせ た 。 進路に対応 した学習や業績主義的競

争、あるいはメリ トクラシ
ー

そ の もの の否定は、

アメリカ の近視眼的で 人間性破壊的で コ ミュ ニ テ

ィ破壊的な市場原理主義が世界標準 となり　（い わ

ゆるアメ リカナイゼーシ ョ ン） 日本に浸透する中
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で行われた （新自由主義的言説の浸透）。またそ

こ に は、保護者間の教育意識や経済力の格差も存

在 した。メ リトクラシ
ー

か らも政府の統制か らも

解き放たれ、しかもまだメ リ ッ ト （能力 IQ＋努力

EHbrt）の 有効 1生を感 じ続ける保護者 （主として

専門職 ・管理職）が 、 市場原理の 中で子どもに効

率よくメリッ トを獲得させ る こ とを考え、 「自己

責任」で私立学校 ・塾 ・予備校などの教育機会を

子どもに買い与えた。そ して 、他の保護者の子 ど

もの との 間に教育達成の差を生じさせ るよ うにな

っ た の で ある。

　本報告は 、 日本 ・イギリス
・
シ ンガポー

ル 3力

国の 国際比較研究の報告の
一

部で あり、日本の高

校 3年生とイギリス の第 11 学年 （義務教育終了

直前）の 生徒を対象とした質問紙調査の 比較分析

結果を考察する 。 特に、上述の よ うな問題意識か

ら、わが 国で メ リトク ラシーが どの ように 否定さ

れている の か、そ の こ とが生徒と社会に どのよう

な結果をもたらして い る の かを検討する。また、

こ の過程で 日本の教育の現状を考え るための視点、

概念等につ い て も検討する こ と に な る。なお、本

大会にお いて、耳塚 ・苅谷 ・荒川が 日本と シ ンガ

ポール の 比較分析の報告を行 う （「メリ トク ラ シ

ーの比較研究 （1）一
日本とシンガポー

ル
ー

」 皿

一8部会）。

2．イギリス教育改革の 動向

1））競争と包含 （inclusion）

　今回の 比較研究の対象となるイギリスは、わが

国が高校教育の 多様化 ・個性化や脱受験圧力化を

押 し進 めて い る 頃、教育に お け る競争と包含

（inclusion）とを （同時に）進めよ うとした。正

確には、保守党政権が競争原理を導入 したが、そ

の結果排除される者が多数出る に及んで労働党政

権が競争原理 を維持 ・強化しっ つ 新た に包含政策

を導入 した。

　イギリス で は、教育は社会問題、経済問題解決

の 重要な手段 と見なされる 。 ブレア首相は 「私の

主要政策は、第
一

が教育で 、第二 が教育で、第三

が教育である」 と公約して 1997 年の総選挙に勝

利 した 。 この とき、ブレアは、学校教育は経済の

国際競争力向上 の道具であるが、同時に、健全な

社会 ・政治を作 り上げる ため にも重要で ある と位

置づけた。 そ して、保守党政権が競争に適応 で き

なか っ た生徒を低学力や退学に よ っ て学校や社会

から排除したこ とを反省 し、競争による学力向上

と社会階層、人種、学力、性別、障害などの多様

性受容とを同時に可能にする学校教育改革に着手

した の で ある build　a 　cornpetitive 　economy 　and

ilclusive　society 。

　　※教育における inclusion政策 の重要な課題は、

　　　competition や marketiZation によ っ て排除

　　　された児童 ・生徒へ の 博愛的な視点か らの 救

　　　済で はなく 、 なに よ りもまず排除される児

　　　童 ・生徒を産み出さな い よ うな oompetition

　　　や marketization を行う こ とで ある 。

2〕イ ギリス教育改革の実際

　イ ギリス政府の教育政策は、多様性を受容する

こ とでより多 くの生徒を競争的学習システムの中

に取 り込ん で い る 。 同時に、競争の 風土 を産み出

しメ リッ ト （能力 IQ と努力 EHbrt）にもとつ く

社会的選抜原理を浸透させ る とい う試みが成功 し

つ つ ある。卒業資格も含めた さまざまな資格や技

能が進学 ・就職 ・転職に極めて有利に働くとい う

認識が広ま り、学校教育や生涯教育がそ の 手段と

して 高く評価されるようになっ た 。 こ うして、イ

ギ リスでは日本が失い つ つ あるメ リ トク ラシ
ー

が

確立 されようと して い る。

　本研究で は、イギリス （正確に はイングラン ド

だが、こ こで は
一
般的な言い習わしでイギ リス と

呼ぶ）の 生徒の学習行動、意識 社会観 と日本の

生徒の それ らが比較される。しか しその前に、イ

ギリス の 生徒の文脈を明らかにするために、まず

は、競争の風土 と包含の ベ ク トル を同時に産み出

して い る最近 のイギリス教育改革の 内容を紹介し

た い 。

  幼稚園教育の充実、読み書き算術教育の充実、

放課後の宿題クラブ ： これらは基礎学力の向上を

志向 し、排除され る生徒を出さない ＝ 落ちこぼれ

を防 ぐ目的も果た して い る 。 読み書き算術教育の

充実で は、小学校で毎 日短時間の読み書きと算術

の学習時間を設置して い る。

  specialist 　school ：ポス ト・
コ ン プリヘ ン シ ブ ・

ス ク
ー

ル の象徴として強調して い るシステムであ

り、ナ シ ョ ナルカ リキ ュ ラムを完全に教えた上で

さらに 、 言語、芸術、スポー
ツ、テクノ ロ ジ

ー、

ビジネス と企業、エ ン ジニ ア リング、数学とコ ン

ピュ
ー

タ、科学、人文科学、音楽 の 10 分野 か ら

一
つ 以上を選び自分の学校の特徴とする。学校教

育の 多様化と競争原理の強化とを図っ て い る 。 も

ちろん 、 補助金等の 財政的な支援が受けられる し、
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民間か らの援助も受ける。2003 年 9 月か らの イ

ングラン ドの speCialist 　school の 数は 1
，
448 で

あ り、公立学校の 46 ％を占めるに至る。

  Education　Action　Zones ニブレア政権初期の

教育改革を特徴づけるもの であ り、都市部の複数

の教育困難校が共同し、これ に地域の公共機関や

民間企業な どが協力して特色の ある授業を展開す

るもの で ある。まさに地域社会の活力や多様性を

重視するブレア流の 改革である。Excenence 　in

Cities　programme へ と発展的に継承され つ っ

ある。

  補助教員の活用 と IT 専門家の配置 ：2002 年

の 労働党大会で ブレア首相が強調 した政策で あり、

早速 、 実施に移され つ つ ある政策である 。 多様性

を教育の 中にどの ように取り入れる べ きか を模索

しているブレア首相は 「ポス ト・コ ンプリヘ ンシ

ブ時代」 に は 「個々 の 生徒の個別的な ニ
ーズに対

する
lone

　size 丘ts　allPの大量生産的サービスは終

焉」 して お り、　「学校制度と教育実践の 根元的な

変革が必要である」 。 そ して 「将来的には、クラ

ス ル
ー

ム ・ア シ ス タン トと IT 専門家が教員と同

じくらい重要な存在になる」 と述べ て い る 。

  テ ス トによ る モ ニ タリングの強化 と失敗 した学

校と校長へ の制裁 ：ブレア首相は 、 テ ス トによる

モ ニ タ リングの 強化や失敗した学校と校長へ の制

裁に見 られるように、決して教育における市場原

理
・競争原理 を弱めたわけではない。ブレア首相

は地方の教育官僚と教師を信頼せず、数値を信頼

して い る部分がある 。 ブレ ア 首相はか つ て こ の不

信感を 「われわれは、い まだに少なくはない教員

が感染して い る病気
一私が言い 訳の文化と呼ぶも

の
一

に立ち向かわなければならない 。 この 文化は、

教員の 低い や る気を大目に見て 、優秀で あ ろうと

する ことを拒絶する文化で あ り、そ して失敗の言

い訳に貧困を持ち出す文化である。」 と述べ て い

る 。 最近の 決定で は、全国テス トで数値 目標を達

成で きな い学校が閉鎖される だ けで な く、それ以

前の段階で校長が職を失う こ とにな っ た。

3．調査の概要

1〕日本調査 ：

  調査対象 ：北陸地方の 1県にある 12 の 高等学

校 （うち 3 校が私立共学校）に在籍する第 3学年

の 生徒 1271 名 （女子 647 、男子 619 、

‘餬 1亅無回

答 5） 。

  調査時期 ：2002 年 11 月

  調査方法 ：教室で の集団自記式による質問紙調

査

  調査内容 二高校生 の進路意識や社会意識など

2｝イギ リス調査

  調査対象 ：イギ リス南部の 2 つ の 教育委員会の

地域にある 5 つ の 中等学校 （うち 1校は私立女子

中等学校）に在籍する第 11 学年の 生徒 450 名

（女子 264、男子 188） 。　 ※イングラン ドで は

小学校が 日本よ り 1歳早い 5歳か らスタートする。

中等学校は 5年生までが義務教育で終了時 （第 1

1学年）に   SE 中等学校卒業資格や WQ 全 国

職業資格などの資格試験を受ける 。

  調査時期 ：2003 年 3 月

  調査方法 ：教室で の集団自記式による質問紙調

査

  調査 内容 ： 日本の調査内容をおよそ 5分の 2 程

度 に縮めて い る。

4．分析結果

　本報告で は、上記のデータを用 い て 、次の 4 つ

の項目に焦点を当て て 日英の 高校生を比較してみ

た い p すなわち、1〕到達 目標、2〕機会構造に つ

い て の認識、3〕機会構造の 正 当性感覚、4）競争

へ の参加である。こ れ らの項目に つ い て 日英を比

較する こ とで、日本の メリ トクラシ
ー

のあ りよ う

を明確化で きる か らで ある。

　これ まで の 分析結果を要約的に紹介すると次の

よ うになる。

1｝到達 目標

　消費社会化が進展するなかで、今 日の 高校生は

何を職業上 の到達目標と して い る の だろうか。あ

る いは職業選択におい て何を重視 して い るの だろ

うか。まず、両国に共通する の は、職業選択の 際

の 「安定した収入」 の重視である こ とは間違い な

い
。 そ して、注目すべ きは、地位や 名声と い っ た

外的な基準よりも、自分の趣味や能力 ・才能にか

かわる内的な （ある い は個人的な）基準を優先し

て いる こ とである。

　これ らに対 して 、日英の相違点に注目するな ら、

日本の 生徒はイギ リス の生徒よりも、自分の趣味

や好きな こ とに かかわれ る こ とを重視しており、

その割合は 「安定 した収入 」 と同程度に まで なっ

て い る。これが 日本の高校生 の第
一

の特徴である。
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しか し第二 に、日本の 高校生は、イギ リス の 高校

生よ りも到達 目標が不明確で ある ことが伺える。

「将来っ きたい職業」 として回答させたにもかか

わらず、そ の職業に 「とて もつ きた い 」 と回答し

た生徒が半数に満たず 、 また自分が何に関心があ

る の か分か らない と回答する生徒が 4 割にのぼる。

選択基準が個人化するなかで、目標が見失われて

い るの だろうか。　 「よ い成績」 と結びつ いた職業

を 「よ い仕事」 と捉えるイギ リス の 生徒では 、 そ

うした到達目標の不明確さは伺えない。

2） 機会構造につ い て の 認識

　日英の高校生は、教育や職業 にかかわる自国の

機会構造をどの ように見て い る のだろ うか。まず、

イギリス の高校生たちに とっ て 、 イギリス 社会は

努力、能力お よび学校における訓練が社会的成功

を左右する社会であ り、しかも、誰で も努力によ

っ てよい学業成績をとる こ とがで きる社会で ある。

大半の 生徒がヤングが描い たメリトクラ シ
ー

的社

会像を抱い て い る。技能や資格の 取得が労働市場

へ の参入やプロ モ
ー

シ ョ ンに極めて有利に働くイ

ギリス の社会構造の実態とパ ラレルな認識で ある 。

　これに対 して 日本の高校生が描く社会像は少し

異なる
一

社会的な成功 （成功イメ
ー

ジが違う？）

は、能力や努力がもた らすもの である と同時に、

運やチャ ン ス にも負う社会で ある 。 また、誰で も

努力すれば成績は上がるけれ ども、そ うする こ と

で将来が左右されるわけではない とい う社会像で

ある 。 日本で は、こんな高校生が半数に迫る のだ。

対して 、イギリス で は、そ うした傾向が見られず、

全く勉強しない も の や長時間勉強する ものが非常

に少ない 。 社会と教育における包括 inclusion政

策の成果だろうか。我々 の調査で は、日本の高校

生 と同様にイギリス の高校生も、　 「将来」 よりも

「現在」 を重視するとい う現在志向の 強さが明 ら

かになっ て い る 。 しかし、 よりよい成績をとりた

い とい う意識は、イギリス の高校生 の ほ うが 日本

の 高校生よ りも強い の で ある 。

　日英の高校生にみ られる こうした相違点は、い

かなる違い である のか。イギ リス の メリトクラ シ

ーと比較したとき、日本の メ リトクラシ ーは 、 ど

の ような特徴を持つ といえる の か 。 こ の 点に つ い

ては、当日の発表に譲りたい 。

5．その他

○本調査 は、文部省科学研究費平成 14 年度 「科

学研究費補助金基盤研究〔BX1 〕」の 助成を得て い る。

研究課題名は 「メ リトクラシ
ー規範の 比較教育社

会学　後期中等教育改革の 日米比 較研究」で ある 。

○引用 ・参考文献は、大会当 日紹介する。

3〕機会構造の正当性感覚

　では、そ の ような機会構造を、高校生は正当だ

とみなして い るの か？　非常に多くのイギ リス の

生徒が、機会は平等で ある と信じて、競争の 結果

に従う こ とを当然視して いる の に対して 、日本の

生徒たちは正反対 の 態度を示す。日本 の 生徒は機

会構造が 「公平で分か りやすい 」 とは考えず、競

争の結果に従 うべ きだとも考えない の で ある 。

4）競争へ の参加

　そうした認識の もとで、日英の 高校生は教育シ

ス テムにおける競争に対 して 、どの ようにコ ミ ッ

トして い る の か。ここで は次のような対比 的な図

式が有効で あろう
一

大多数が競争にコ ミ ッ トす

るイギリスと、多数が競争か ら降りる日本。日本

で は勉強時間が 二 極分化する傾向が見られる の に
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